
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管楽器の吹き口（１２）に取付けられる弾性変形性材料の可撓性バインダーであって、
このバインダー（１０）は前記吹き口（１２）とこの吹き口とバインダーとの間に配置さ
れたリード（１１）とを締め付けるように吹き口の輪郭の補形輪郭を有し、前記バインダ
ー（１０）の相互に離間された２部分（１０ａ，１０ｂ）のそれぞれの縁が相互に対向配
置されまた吹き口の母線に対して本質的に平行に配置されるように成されたバインダーに
おいて、このバインダーは、
　前記バインダーの２部分（１０ａ，１０ｂ）がそれぞれ少なくとも１つのネジ孔（１４
ａ，１４ｂ）を含み、一方のバインダー部分のネジ孔が吹き口（１２）の軸線に対して横
方向に他方のバインダー部分のネジ孔に対向するように配置され、これらの２ネジ孔（１
４ａ，１４ｂ）のネジ山が相互に逆ピッチを有し、それぞれ前記のネジ孔（１４ａ，１４
ｂ）の補形を成す逆ピッチネジ山（１６ａ，１６ｂ）を有する１つの締め付けネジ（１５
）が備えられ、このネジ（１５）が前記２つのネジ孔（１４ａ，１４ｂ）と協働して、バ
インダーの相互に対向配置された前記２部分（１０ａ，１０ｂ）を調整自在に組立て、
　各部分（１０ａ，１０ｂ）は、その外側に、それぞれの対向縁にそって、円筒形スリー
ブ（１１ａ，１１ｂ）を含み、各円筒形スリーブ中に軸線回りに回転自在の円筒形要素（
１２ａ，１２ｂ）が配置され、これらの各円筒形要素の中に横方向に前記のネジ孔（１４
ａ，１４ｂ）がそれぞれ配置され、また前記締め付けネジ（１５）を通すために前記スリ
ーブ（１１ａ，１１ｂ）の中に前記ネジ孔（１４ａ，１４ｂ）に対向して開口（１３ａ，
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１３ｂ）が備えられている事を特徴とする可撓性バインダー。
【請求項２】
　それぞれの２部分（１０ａ，１０ｂ）のネジ孔（１４ａ，１４ｂ）に組合わされた単一
のネジ（１５）を含む事を特徴とする請求項１に記載のバインダー。
【請求項３】
　前記開口（１３ａ，１３ｂ）は、前記スリーブ（１１ａ，１１ｂ）の中で前記円筒形要
素（１２ａ，１２ｂ）が回転する際に前記締め付けネジ（１５）の移動を可能にする方向
に延びた楕円形輪郭を有する事を特徴とする請求項１および２のいずれかに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は単リード式管楽器の吹き口用の新規バインダーに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
クラリネットまたはサキソフォンなどの楽器においては、公知のようにリードをバインダ
ーと呼ばれるカラーによって楽器の吹き口上に保持し、このバインダーは吹き口の全体形
状に対応してリードの湾曲外側面に当接させられ、リードの平面部分は吹き口の平面部分
と接触させられる。
【０００３】
バインダーはその母線の１つにそって裂開され、バインダーの相互に対向する２部分を相
互に連結してリードの締め付け作用を生じるように、これらのバインダーの２部分の上に
、ネジとネジ孔などの組立て手段が備えられる。
【０００４】
この型のバインダーは例えば出願人名義のフランス特許第２，４３８，３１１号に記載さ
れている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
これらのネジによるバインダーの組立てシステムはリードに対する段階的締め付け効果を
生じ、このような効果は職業的または専門的音楽家によって高く評価されているが、この
種の構造は、相異なるネジについて逐次ネジ込み操作を実施しなければならないので比較
的複雑である。
【０００６】
また、その締め付け効果はバインダーの相互に対向する２部分に対して不均一に分布され
るので、その結果としてリードおよび吹き口に対する不均一な応力分布を生じる。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、単一の締め付けネジによって管楽器の吹き口上に配置する事のできるバインダ
ーにおいて、楽器の吹き口の上にリードを圧着するためにこのバインダーを締め付けた時
に、バインダーの相互に対向する２部分に対して逆方向の、しかし実質的に同等の応力を
加える事のできるバインダーを提供する事によって前記の問題点を解決しようとするもの
である。
【０００８】
そのため本発明の目的は、管楽器の吹き口に取付けられる弾性変形性材料の可撓性バイン
ダーであって、このバインダーは前記吹き口とこの吹き口とバインダーとの間に配置され
たリードとを締め付けるように吹き口の輪郭の補形輪郭を有し、前記バインダーの相互に
離間された２部分のそれぞれの縁が相互に対向配置されまた吹き口の母線に対して本質的
に平行に配置されるように成されたバインダーにおいて、このバインダーは、
前記バインダーの２部分がそれぞれ少なくとも１つのネジ孔を含み、一方のバインダー部
分のネジ孔が吹き口の軸線に対して横方向に他方のバインダー部分のネジ孔に対向するよ
うに配置され、これらの２つのネジ孔のネジ山が相互に逆ピッチを有し、また、軸線にそ

10

20

30

40

50

(2) JP 3693396 B2 2005.9.7



って片寄らされ前記のネジ孔の補形を成す逆ピッチネジ山を有する１つの締め付けネジが
備えられ、このネジが前記の２つのネジ孔と協働して、バインダーの相互に対向配置され
た２部分を調整自在に組立てる事を特徴とする可撓性バインダーを提供するにある。
【０００９】
前記の２つの逆ピッチネジ孔のそれぞれの中に同時に単数または複数のネジをネジ込む事
により、バインダーの相互に対向する２部分に対して逆方向の実際上同等の引張力を加え
る事は明かであり、このようにして楽器吹き口とその上に備えられたリードとに対してバ
インダーを平衡対称的に締め付ける事ができる。
【００１０】
逆方向ネジ山を有する２つのネジ孔から成るネジ孔対にそれぞれ対応する複数のネジを使
用する事ができるが、本発明の望ましい実施態様においては単一のネジを使用し、このよ
うにして楽器奏者はその楽器の吹き口の上にリードをきわめて簡単に設置する事ができる
。
【００１１】
　好ましくは、前記バインダーの対向縁にそってその外側に、楽器吹き口に対して実質的
に平行な円筒形スリーブが備えられ、これらの各円筒形スリーブの中に軸線回りに回転自
在の円筒形要素が配置され、これらの円筒形要素の中に締め付けネジと協働するネジ孔が
備えられ、また締め付けネジを挿通するために前記スリーブの中に前記円筒形要素のネジ
孔に対向して開口が備えられる。このようにして、締め付けネジを緩めまたは締め付ける
に従って、バインダーの相互に対向する２部分が相互にまた楽器の吹き口に対して自由に
移動する事ができ、他方、前記円筒形要素のネジ孔が常に締め付けネジに対して同軸であ
るように、円筒形要素がそのスリーブの中で自由に回転する。
【００１２】
本発明の好ましい実施態様において、クラリネットのリードまたは吹き口の輪郭の補形輪
郭を有しクサビ要素として作用する剛性の湾曲した要素が前記吹き口または前記リードと
バインダーの対向２部分との間に介在させられ、バインダーによって前記リードまたは吹
き口に圧着される。このクサビ要素が外側に前記バインダーの２部分の間に突出する部分
を含み、この部分の開口の中に前記締め付けネジが係合させられる。
【００１３】
この実施態様において、ネジによってその軸線方向に加えられる締め付け応力がバインダ
ー本体と楽器の吹き口またはリードとの間の前記介在要素に対して吹き口に垂直に加えら
れる圧力に変換され、その結果として、バインダーまたは楽器の吹き口およびリードによ
って加えられる応力をさらに平衡に分布させる。
【００１４】
以下、本発明を図面に示す実施例について詳細に説明するが本発明はこれに限定されない
。
【００１５】
【発明の実施の形態】
図１について述べれば、図示のクラリネットの吹き口を１で示し、リードを２で示し、前
記吹き口１上にリード２を保持するための公知の型のバインダーを３で示す。バインダー
３の本体は弾性変形性材料、例えば金属またはプラスチック材料から成り、吹き口１とリ
ード２の形状に合致する全体として円筒形の輪郭を有する。バインダー３は２つの締め付
けネジ４を含み、これらの締め付けネジがバインダーの対向離間された２部分を連結し、
またこのバインダーによってリードを締め付ける事によってリードと吹き口とを一体化す
る。
【００１６】
本発明の主旨は、単一の締め付けネジを使用する事により、バインダーによって加えられ
る締め付け応力をよりよく分布させまた吹き口に対するリードの設置を容易にするにある
。
【００１７】
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　この主旨から、図２と図３に図示のようにクラリネット２の吹き口の上にリード１１を
締め付けるためのバインダー１０の本体は前記の構造のように全体として円筒形を有し、
またこのバインダー１０は吹き口とリード１１の母線に対して平行に１３において裂開さ
れて対向配置された２部分１０ａ，１０ｂを成し、リード１１を締め付けまたは緩めるた
めにこれらの２部分を相互に近づけまたは離間させる。これらの部分１０ａ，１０ｂはそ
の外側において２つの円筒形スリーブ１１ａ，１１ｂと連結し、これらの円筒形スリーブ
の中に、２つの円筒形要素１２ａ，１２ｂがそれぞれ軸線回りに回転自在に配置されてい
る。
【００１８】
スリーブ１１ａ，１１ｂの中にそれぞれ開口１３ａ，１３ｂが備えられ、他方、円筒形要
素１２ａ，１２ｂにはそれぞれこれらの開口１３ａ，１３ｂに横方向に対向する２つのネ
ジ孔１４ａ，１４ｂが穿孔され、これらのネジ孔のネジ山方向は逆方向である。
【００１９】
ネジ１５は相互に片寄らされた２つのネジ部分１６ａ，１６ｂを含み、これらのネジ部分
はそれぞれ前記ネジ孔１４ａ，１４ｂの補形の逆ピッチネジ山を備えて、このネジ１５が
これらのネジ孔１４ａ，１４ｂの中に係合しまたそれぞれのスリーブ１１ａ，１１ｂの開
口１３ａ，１３ｂの中に挿通される。
【００２０】
ネジ１５のそれぞれの部分１６ａ，１６ｂのネジ山およびネジ孔１４ａ，１４ｂのネジ山
が相互に逆ピッチであるので、バインダー１０の２部分１０ａ，１０ｂに加えられる応力
を完全にまた対称的に分布させながら吹き口１２とリード１１との上にバインダー１０を
締め付けまたは緩める事ができる。
【００２１】
　好ましくは、開口１３ａ，１３ｂは、円筒形要素１２ａ，１２ｂがそれぞれのスリーブ
１１ａ，１１ｂの中で回転する際に締め付けネジ１５の移動を可能にする方向に楕円形状
を有する。
【００２２】
図３に図示のように、望ましくはリード１１の輪郭の補形を成す輪郭を有する湾曲形のク
サビ要素１７がリード１１とバインダー１０の２部分１０ａ，１０ｂの間に介在させられ
る。クサビ要素１７の一部が外側に、バインダーの２部分１０ａ，１０ｂの間に突出し、
開口１８を備え、この開口１８の中にネジ１５の軸が係合する。このネジ１５を締め付け
る事により、ネジ１５の軸に対して平行にバインダー１０の２部分１０ａ，１０ｂに加え
られる引張応力がこれらの２部分を相互に近づけ、この応力がクサビ要素１７に対して圧
縮力の形で伝達され、このクサビ要素１７をリード１１に対して垂直に強く圧着して、締
め付け応力をさらに均等に分布させる事ができる。望ましくは、クサビ要素１７はその吹
き口１２の方に向いた面の上に、吹き口の軸線に対して垂直な面の中に突出したリブ１９
を備える。
【００２３】
あるいはクサビ要素１７を直接に吹き口１２に対して圧着させる事ができ、この場合、ク
サビ要素１７は吹き口１２の補形を有する。全体的応力分布効果は前記の場合と同様であ
る。
【００２４】
リード１１に当接するクサビ要素１７は吹き口１２を締め付けるバインダー１０の結束作
用から独立である事を注意しよう。またリード１１の側面縁がバインダー１０と接触しな
い事を注意しよう。バインダー本体１０は公知のように剛性または弾性変形性材料、例え
ば金属または合金またはプラスチック材料から成る事ができる。場合によってはこのバイ
ンダー本体１０とクサビ要素１７をゴム、柔軟な可塑性材料またはエラストマーによって
被覆して、吹き口１２またはリード１１に対するバインダー１０の滑りを防止しまたバイ
ンダー１０に対して、より大きな柔軟性を与える事ができよう。
【００２５】
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【発明の効果】
従って本発明は、管楽器の吹き口およびリードに対して加えられる締め付け応力を対称的
に平衡に分布させながら吹き口の上にリードを固定するためのきわめて簡単で特に操作し
やすい手段を提供する。また単一の締め付けネジを使用する事は楽器奏者のリード交換作
業を大幅に楽にする。
【図面の簡単な説明】
【図１】出願人によって製造された先行技術のバインダーをクラリネットの吹き口上の使
用位置に配置した状態を示す斜視図。
【図２】クラリネットの吹き口上に搭載された本発明によるバインダーの実施態様を示す
図１と類似の図。
【図３】図２のバインダーの各部品の分解斜視図。
【符号の説明】
１０　バインダー
１０ａ，１０ｂ　バインダー部分
１１　リード
１２　吹き口
１２ａ，１２ｂ　円筒形要素
１３ａ，１３ｂ　開口
１４ａ，１４ｂ　ネジ孔
１５　締め付けネジ
１６ａ，１６ｂ　ネジ部分
１７　クサビ要素
１８　開口
１９　リブ
１７　クサビ要素
１８　開口
１９　リブ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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